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はじめに
　英語形容詞がカタカナ語として日本語に借入される
時，「―な」を付加して「アブノーマルな人」のよう
に形容詞化され，「―に」を付加して「アブノーマル
に振る舞う」のように副詞化される．また「―だ」を
付与して「彼はアブノーマルだ」のように述定する．
　一方，日本語で形容動詞（または形容名詞）として
扱われる語類がある．それは英語形容詞のカタカナ語
と同様に「―な」を付加して「賢明な人」のように形
容詞化され，「―に」を付加して「賢明に対処する」
のように副詞化される．また「―だ」を付加して「彼
は賢明だ」のように述定する．
　両者の文法的平行性を見る限りでは「―な」カタカ
ナ語は形容動詞として扱われることが推測できる．一
方，日本語の形容詞の場合は形容動詞や「―な」カタ
カナ語とは違い「―な」付加なしで「美しい人」のよ
うに形容詞として機能し，「―だ」付加を必要としな
いで「彼女は美しい」のように述定する．さらに副詞
化の場合は「―い」を「―く」に語尾変化させ「美し
く舞う」となる特徴がある．
　三者は「―さ」で名詞化できる点で共通性がある．
形容詞の場合は語尾の「―い」を省いて語幹に「―
さ」をつけることで「美しさ」のように名詞化され，
形容動詞，「―な」カタカナ語は「賢明さ」や「アブ
ノーマルさ」のように「―さ」をそのまま付加するこ
とで名詞化される．
　ここで「―な」カタカナ語の品詞の取り扱いについ
て先行研究を概観しておきたい．
　中島（1987）は従来の形容動詞を形容名詞とする説
について述べている．『「貧乏な人」の表現における
「貧乏な」の形容詞的性格を「貧乏（形容名詞）」に
「な」がついて形容詞となり，「貧乏のつらさ」の「貧
乏」が名詞として「の（形式名詞）」をとると説明し
たほうが，形容動詞と名詞の違いというよりも分かり
やすいと思う』1）と述べている．
　影山（1993）は「smart, real などの形容詞を借入す
る場合はそのまま形容詞（＊リアルい　＊スマート
い）として活用させるのではなく名詞性を持った形容
詞すなわち形容名詞（リアルな，スマートな）として
使用している」と述べている 2）．
　野中（1999）は，動詞化接辞「―になる」，名詞化
接辞「―さ」「―み」「―げ」や様態を示す接辞「―そ
う」の結合を検証し，「―な」カタカナ語は日本語の
「ナ形容詞」と同様の統語的特徴を持つ点と，「―な」
カタカナ語には名詞性がない点を指摘した 3）．
「スーパー大辞林」234 語の「―な」付加される英語借用語の語彙範疇化
The Lexicalization of 234 “na”-Appended English Loanwords in the Sūpā Daijirin
野中　博雄
要　約
　本論文の目的は，「スーパー大辞林」（三省堂：2004, CD-ROM 版）に掲載されている「―な」付加される英語借
用語（「―な」カタカナ語）の日本語での語彙範疇について考察することである．方法として，「スーパー大辞林」
より 234 語の「―な」カタカナ語を抽出し，それらの英語品詞と日本語品詞の関係，「―さ」付加に関する日本語
としてのふるまいなどを観察した．
　次の結果が得られた．（1）「―な」カタカナ語は主に英語形容詞が日本語に借用されている．（2）日本語におい
て「―な」カタカナ語は形容動詞のみ，または名詞・形容動詞として文法的にふるまうが，形容動詞のみの中にも
名詞機能を持つ語がある．（3）「―な」カタカナ語は名詞化接辞「―さ」との結合において，形容動詞と同様の文
法的ふるまいをするが，結合割合は低い．
キーワード：「―な」カタカナ語，英語形容詞，形容動詞，名詞・形容動詞，語彙範疇化
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方　法
　「スーパー大辞林」に記載された「―な」カタカナ
語を抽出し，それらの英語品詞，日本語品詞，さらに
名詞化接尾辞「―さ」との共起関係も確認するために
以下の方法をとった．
①　「スーパー大辞林」で検索条件として「―な」と
「形動」を入れて全文検索する．
②　①の語のなかでカタカナ語を抽出する．
③　②で抽出した語の英語品詞を「コンサイスカタカ
ナ語辞典第 2 版」（三省堂編集所 2000）や Weblio で
確認する．品詞が複数ある場合は最初に記載されてい
る品詞を優先した．また「エッチ」「ハイカラ」など
英語は使っているが日本語として造語された語は省い
た．
④　③の語のなかで「―さ」を派生語として持つ語を
抽出する．
⑤　以上のデータを資料 1 にまとめる．
⑥　資料 1 より「―な」カタカナ語の英語品詞，日本
語品詞，「―さ」を派生語として持つ語の数，比率な
どのデータを取り出して分析，考察する．
結　果
1． 「―な」 カタカナ語の英語品詞
　資料 1 より「―な」カタカナ語 234 語の英語品詞を
分類し，語数，比率を表したのが表 1 となる．
　最も語数が多いのが形容詞で 222 語あり，比率とし
ては 94.9％となる．このことより「スーパー大辞林」
に掲載されている「―な」カタカナ語の殆どが英語形
容詞より借入されていることが言える．その次に多い
語数は英語名詞で 7 語あり，比率は 3.0％となる．以
下表 2 に「スーパー大辞林」に掲載されているそれら
の日本語での品詞を示す．
　野中（2014a）は「―な」カタカナ語の名詞性，形
容詞性について検証した．「コンサイスカタカナ語辞
典第 2 版」（三省堂編集所 2000）より抽出した「―
な」カタカナ語 639 語からランダムに語を 10 語選
び，文中での統語的特徴について観察した．それらは
主語や目的語になり得ず，副詞によって修飾されるこ
とができる．また連体修飾文を受けることができな
い．これらの特徴により，「―な」カタカナ語には名
詞性がないと指摘した．また形容詞性については，
「―さ」を付けて名詞化できること，「―な」を付けて
名詞修飾できること，「―に」を付けて副詞化できる
ことなどは日本語形容動詞と平行した形態的特徴・統
語的特徴を示すことを指摘した 4）．
　さらに野中（2014b）は「―な」カタカナ語，形容
詞，形容動詞の派生語「―さ」「―げ」「―み」「―
が・る」の言語現象を「スーパー大辞林」に掲載され
ている語数の観点から捉えた．結論として「―な」カ
タカナ語，形容詞，形容動詞の「―さ」「―げ」「―
み」「―が・る」の接合における文法的ふるまいの差
異は「語彙特性」「語の意味素性」が影響しているの
ではないかと考え，語彙特性の観点からは，形容詞は
形容動詞や「―な」カタカナ語と分けられるべきであ
り，形容動詞と「―な」カタカナ語は形容動詞として
語彙範疇化することを提案し，さらに同じ語彙範疇に
属する形容動詞と「―な」カタカナ語において存在す
る「―さ」「―げ」「―み」「―が・る」などの接辞の
結合割合の差異は「語の意味素性上の差異」かまたは
「―な」カタカナ語の日本語順化の度合による差異と
捉えることを提案した 5）．
　野中（2014a）での「―な」カタカナ語の検証は，
「コンサイスカタカナ語辞典第 2 版」（三省堂編集所 
2000）に掲載されている英語より借入したカタカナ語
639 語を抽出し，そこからランド関数を使って 10 語
ランダムに選んで，それらの文中での使用の可否をイ
ンターネットで確認することにより行われた．しかし
この場合，選ばれなかった他の語に違った特徴が出る
可能性も否めない．この点を解消するために本論文で
は，「スーパー大辞林」に掲載されている「―な」カ
タカナ語 234 語すべてを抽出し，それらの英語品詞，
名詞化接尾辞「―さ」との共起関係を「スーパー大辞
林」で確認することにより「―な」カタカナ語の日本
語での語彙範疇の取り扱いについて検証することとし
た．
表1　大辞林 ： 「―な」 カタカナ語の英語品詞
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　日本語の形容動詞に転成しているのが 234 語中 170
語あり，その比率は 72.6％で，名詞・形容動詞に転成
しているのが 64 語で 27.4％となる．表 3 の結果より
英語形容詞から日本語形容動詞になる比率の方が英語
形容詞から日本語名詞・形容動詞になる比率より高い
といえる．
　表 4 は形容動詞に転成した英語品詞 170 語の種類と
それらの語数，比率を示している．
　英語形容詞から形容動詞に転成した語は 165 語とな
り，その比率は 97.0％となる．
　表 5 は形容動詞に転成した英語品詞 64 語の種類と
それらの語数，比率を示している．
　英語形容詞から形容動詞に転成した語は 57 語とな
り，その比率は 89.0％となる．表 4,5 の結果より英語
形容詞から形容動詞になる比率の方が英語形容詞から
名詞・形容動詞になる比率より高いといえる．一般化
すると，英語形容詞は日本語の「―な」カタカナ語と
して形容動詞，または名詞・形容動詞に転成するが，
形容動詞になる比率の方が名詞・形容動詞になる比率
より高い．
　英語形容詞から形容動詞に転成した例を次に示す．
形容動詞の特徴である「―な」付加により形容詞化が
可能でまた「―だ」で述定することができる．
　英語名詞より「―な」カタカナ語になった語
の「スーパー大辞林」での品詞分類では「シニック
［cynic］」「ラグジュアリー［luxury］」が形容動詞のみ
で，その他の 5 語は名詞・形容動詞となっている．英
語名詞 7 語のうち 5 語は原語の品詞である名詞が引き
継がれているが，2 語は形容動詞のみとなり原語の品
詞である名詞が引き継がれていないこととなる．
　前置詞は「アバウト［about］」「オーバー［over］」
の 2 語で，比率は 0.9％となる．名詞句は「スロー‐
モ ［ーslow motion］」1 語で 0.4％，副詞は「ナウ［now］」
1 語で 0.4％，副詞句も「アット‐ホーム［at home］」
1 語で 0.4％となる．
　以上「スーパー大辞林」に掲載された「―な」カタ
カナ語の原語となる英語品詞についてまとめると，
94.9％の語が形容詞より借入され，3.0％の語が名詞か
ら，その他の 2.1％の語が前置詞，名詞句，副詞，副
詞句から借入されていることになっている．換言すれ
ば，英語から主に形容詞が，そして少数ではあるが名
詞，前置詞，名詞句，副詞，副詞句が「―な」カタカ
ナ語として借入されていることになる．
2． 「―な」 カタカナ語の日本語品詞
　資料 1 のデータより，英語の形容詞，名詞，名詞
句，副詞，副詞句，前置詞から日本語の「―な」カタ
カナ語として借入された語の語数，比率を導き，まと
めたのが表 3 となる．
表2　英語名詞借入の 「―な」 カタカナ語の日本語品詞
表3　大辞林 ： 「―な」 カタカナ語の日本語品詞
表4　日本語形容動詞の英語品詞
表5　日本語名詞 ・形容動詞の英語品詞
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　「ラフ」は日本語において名詞の語彙特性が含まれ
ているのでさらに名詞化するのは矛盾すると思われる
が名詞としての「ラフ」とは別に形容動詞としての
「ラフ」に「―さ」付加することにより名詞化すると
考えれば矛盾しない．しかしながら日本語で「名詞・
形容動詞」とされた語については形容動詞の名詞性と
合わせて一考する余地がある．
　次に形容詞，形容動詞，「―な」カタカナ語の「―
さ」付加可能な語の語数，比率について観察する．今
回確認した「―な」カタカナ語の「―さ」付加可能
な語の語数，比率と野中（2014b）6）において観察した
「スーパー大辞林」の形容詞，形容動詞の「―さ」付
加可能な語の語数，比率を比較してみる．表 7 に示
す．
　今回確認した「―な」カタカナ語の「―さ」付加
可能な語の語数は，234 語中 14 語で比率は 6.0％であ
る．形容動詞は 2330 語中 782 語で比率は 33.6％であ
　（1）「―な」カタカナ語（形容動詞）の形容詞化，述定：
　　　アイロニカルな／だ
　　　ウェットな／だ
　　　クリーミーな／だ
　　　エレガントな／だ
　　　グローバルな／だ
　英語形容詞から名詞・形容動詞に転成した例を次に
示す．上記（1）の例と同様に「―な」付加により形
容詞化が可能でまた「―だ」で述定することができ
る．
　（2）「―な」カタカナ語（名詞・形容動詞）の形容詞化，
述定：
　　　クリアな／だ
　　　シャープな／だ
　　　ダークな／だ
　　　ピュアな／だ
　　　リベラルな／だ
　英語の形容詞，名詞，名詞句，副詞，副詞句，前置
詞から転成した語が「スーパー大辞林」では（1）の
場合は形容動詞となり，（2）の場合は名詞・形容動詞
となっている．ここで疑問となるのが果たして「―
な」カタカナ語は「綺麗な／だ」や「貧乏な／だ」と
いった形容動詞とされている語類と同様の文法的特徴
を日本語において持っているのかということである．
また形容動詞と名詞・形容動詞の語類の文法的ふるま
いに相違があるのかということも疑問である．これら
に疑問については後に考察する．
3． 「―さ」 付加可能な 「―な」 カタカナ語について
　「―さ」は日本語において形容詞や形容動詞を名詞
化する接辞である．「スーパー大辞林」掲載の「―な」
カタカナ語 234 語のうち「―さ」付加可能な語は 14
語あり，その比率は 6.0％である．
　表 6 では「―な」カタカナ語で「―さ」付加可能な
14 語の日本語での品詞を示している．「ラフ」だけが
名詞・形容動詞の品詞となり，「セクシー」などの 13
語が形容動詞となっている．
表6　大辞林 ： 「―さ」 付加可能な 「―な」 カタカナ語
表7　大辞林 ： 「―さ」 付加の語類別語数 ・比率比較
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分けられる．野中（2014b）の「スーパー大辞林」
における語数分析では，形容動詞 2330 語のうち形
容動詞のみの機能を持つ語の数は 725 語（31.1％）
であり，名詞・形容動詞の機能を持つ語の数は
1605 語（68.9％）であった 7）．一方「―な」カタカ
ナ語は 234 語のうち 170 語（72.6％）が形容動詞の
みで，64 語（27.4％）が名詞・形容動詞である．
③　両者とも名詞化接辞「―さ」付加が可能である．
しかしながら可能比率において差異がある．形容動
詞は 33.6％で「―な」カタカナ語は 6.0％である．
これについては次節で考察する．
　上記①～③の観察は，「―な」カタカナ語を形容動
詞または名詞・形容動詞に語彙範疇化する根拠になる
と思われる．
　第 2 点の『形容動詞と名詞・形容動詞の語類の文法
的ふるまいに相違があるのか』に関しては，まず形容
動詞に範疇化されている「―な」カタカナ語の文法的
ふるまいの一端を，名詞と結合する格助詞「―を」や
「―の」の接続可能性を観察することによって確認で
きる．表 8 に示す．
　また名詞・形容動詞に範疇化されている「―な」カ
タカナ語の文法的ふるまいの一端も，「―を」や「―
の」との接続可能性を観察することによって確認でき
る．表 9 に示す．
り，形容詞は 1255 語中 641 語で 51.1％である．「―
な」カタカナ語が形容動詞の範疇に入れられるとして
も「―さ」付加の比率の低さについては考察されなけ
ればならない．
考　察
　前章で観察した結果より，本章第 1 節では，「―な」
カタカナ語の英語品詞と日本語品詞の関係について考
察する．第 2 節では，「―さ」付加におけるカタカナ
語の語数比率の形容詞，形容動詞との差異の理由につ
いて考察する．さらに第 3 節で「―な」カタカナ語の
日本語での語彙範疇について考察する．
1． 「―な」 カタカナ語の品詞 ：英語品詞， 日本語品詞
　前章第 1 節では，「スーパー大辞林」に掲載された
234 語の「―な」カタカナ語の英語品詞について観察
した．その結果，94.9％が英語形容詞より借入され，
3.0％が英語名詞から，その他の 2.1％が前置詞，名詞
句，副詞，副詞句からとなっている．換言すれば，主
に英語形容詞が，そして少数ではあるが英語名詞，前
置詞，名詞句，副詞，副詞句が日本語に借入される
時，形容動詞または名詞・形容動詞に転成（品詞転
換）していた．
　前章第 2 節では，英語の形容詞，名詞，名詞句，副
詞，副詞句，前置詞から転成した語が「スーパー大辞
林」では 170 語が日本語で形容動詞となり，64 語が
日本語で名詞・形容動詞となっていた．疑問として 2
点挙げた．第 1 点は，「―な」カタカナ語は「綺麗な
／だ」や「貧乏な／だ」といった形容動詞とされてい
る語類と同様の文法的特徴を日本語において持ってい
るのかであり，第 2 点は，形容動詞と名詞・形容動詞
の語類の文法的ふるまい相違があるのかという疑問で
あった．
　第 1 点の『「―な」カタカナ語は「綺麗な／だ」や
「貧乏な／だ」といった形容動詞とされている語類と
同様の文法的特徴を日本語において持っているのか』
に関して，形容動詞と「―な」カタカナ語の共通点に
ついて観察する．
①　形容動詞，「―な」カタカナ語は形容動詞的語幹
に「―な」を付加することによって形容詞化され
る．また「―だ」を付加することによって述定する
ことができる．これは形容動詞と「―な」カタカナ
語との文法上の共通点である．
②　両者とも形容動詞のみと名詞・形容動詞の語類に
表8　「―な」 カタカナ語 （形容動詞） の名詞的ふるまい
表9　「―な」 カタカナ語 （名詞 ・形容動詞） の名詞的ふるまい
6
桐生大学紀要．第 27 号　2016
で「―さ」付加が不可能となっている．この推測にあ
てはまることがいえる．
3． 「―な」 カタカナ語の語彙範疇
　本章第 1 節において観察された形容動詞と「―な」
カタカナ語の共通点は，①「―な」による形容詞化，
②「―だ」による述定化，③形容動詞のみと名詞・形
容動詞の語彙範疇を持つ，④名詞化接辞「―さ」付加
が可能な場合がある，であった．それらは「―な」カ
タカナ語を形容動詞または名詞・形容動詞として扱っ
てよいのではないかと考える根拠となるとした．本節
ではさらにその根拠を補強すると思われる文法現象に
ついて考察する．
　前節表 8，9 では「―な」カタカナ語の形容動詞，
名詞・形容動詞の名詞と結合する格助詞「―を」や
「―の」の接続可能性について観察したが，「スーパー
大辞林」において従来の形容動詞，名詞・形容動詞と
されている語の「―を」や「―の」との接続可能性
を観察する．表 10 は形容動詞の名詞的ふるまいを示
し，表 11 は名詞・形容動詞の名詞的ふるまいを示し
ている．
　表 10 では，形容動詞として挙げた「静か」「綺麗」
などの語は「―を」接続が不可能であり，「―の」接
続は「生憎」「静か」が可能となる．「生憎」「静か」
は形容動詞として語彙範疇化されているが名詞機能を
獲得しつつある状態ではなかろうか．つまり形容動詞
　表 8，9 で観察されたことは，形容動詞のみの語彙
範疇を持つ「―な」カタカナ語」は「―を」や「―
の」の接続が可能な場合と不可能な場合があり，名
詞・形容動詞の語彙範疇を持つ「―な」カタカナ語は
名詞範疇をもつがゆえに「―を」や「―の」の接続が
可能となることである．
　この節をまとめると，日本語において「―な」カタ
カナ語は，形容動詞のみの語彙範疇を持つ場合と名
詞・形容動詞の語彙範疇を持つ場合がある．形容動詞
のみの場合においても「―を」や「―の」との接続可
能性を検証すると接続可能な語も存在する．自明のこ
とながら名詞・形容動詞の場合は接続可能となってい
る．
2． 「―さ」 付加におけるカタカナ語の語数比率
　前節表 8 で示されている「―さ」を使って名詞化さ
れる語の割合の比較において，形容詞は 51.1％，形容
動詞は 33.6％，「―な」カタカナ語は 6.0％となった．
それぞれが「―さ」による名詞化を可能にするという
意味では共通点といえるが，名詞化される語の割合に
顕著な差が生じている部分では相違点といえる．形容
動詞と「―な」カタカナ語は「―な」によって形容詞
化される共通点を持つにもかかわらず「―さ」の名詞
化割合が，形容動詞は 33.6％で「―な」カタカナ語
は 6.0％であることの理由としては，英語が日本語に
借入されて「―な」カタカナ語として使用されていく
中で，まだ日本語の形容動詞と同等の名詞化助詞の使
用率まで上がっていないことが考えられる．これにつ
いては語彙範疇的な相違というより日本語への順化度
の差異がひとつの理由と考えられる．つまり「綺麗」
「貧乏」などは日本に漢字が流入した時期に「―な」
を付加して形容詞的表現を増やした経緯がある．この
方法で主に英語形容詞を日本語に「―な」カタカナ語
として借入してきたものと考えられるが，「綺麗」「貧
乏」などの従来の形容動詞ほど日本語に順化されてい
ないので名詞化接辞「―さ」付加の可能性が低くなっ
ているのではないか．
　また「―な」カタカナ語のうち，「―さ」で名詞化
する語は前章表 7 によると 14 語を数えたが，形容動
詞が名詞化されたのが 13 語あり，名詞・形容動詞で
1 語であった．このことも形容動詞の「―さ」を使っ
ての名詞化は，名詞・形容動詞では起こりにくく，形
容動詞のみの条件で起こりやすいと推測する．因み
に「スーパー大辞林」では「綺麗」が形容動詞のみで
「―さ」付加が可能となり，「貧乏」が名詞・形容動詞
表10　形容動詞の名詞的ふるまい
表11　名詞 ・形容動詞の名詞的ふるまい
7
桐生大学紀要．第 27 号　2016
詞・形容動詞に語彙範疇化されるものを「―な」カタ
カナ語（名詞・形容動詞）と表記している．また「―
な」カタカナ語以外で形容動詞として語彙範疇化され
るものを形容動詞，「―な」カタカナ語以外で名詞・
形容動詞と語彙範疇化されるものを名詞・形容動詞と
表記している．本論文での観察により，「―な」カタ
カナ語（形容動詞）は形容動詞に，「―な」カタカナ
語（名詞・形容動詞）は名詞・形容動詞に語彙範疇化
されると考える．
　本論文での観察では，形容動詞と名詞・形容動詞は
文法的ふるまい（特に名詞機能）に違いがある．した
がって「―な」カタカナ語は形容動詞，形容動詞と名
詞・形容動詞と分けて考えるが，形容動詞として範疇
化されているにもかかわらず文法的ふるまいに一部
名詞機能を持つ形容動詞（例：「生憎」「フォーマル」
「ハッピー」「プライベート」など）が存在する．それ
らは名詞機能を持たない形容動詞と名詞機能を持つ名
詞・形容動詞との間のばらつきとして捉えることがで
きる．
　本節をまとめると，「―な」カタカナ語の語彙範疇
は形容動詞と名詞・形容動詞になる．つまり英語の形
容詞，名詞，名詞句，副詞，副詞句，前置詞から日本
語の「―な」カタカナ語として形容動詞または名詞・
形容動詞に転成するが，形容動詞の中にも名詞・形容
動詞として完全に語彙範疇化されない部分的に名詞機
能を持つ語も存在し，ばらつきがあると考える．
結　語
　本論文において，「スーパー大辞林」（三省堂：2004　
CD-ROM 版）に掲載されている 234 語の「―な」カ
タカナ語について，英語品詞と日本語品詞の関係，
「―さ」付加に関する日本語としてのふるまいなどを
観察し，それらの日本語での語彙範疇について考察し
た．結論として次の点を指摘した．
①　主に英語形容詞が，そして少数ではあるが名詞，
前置詞，名詞句，副詞，副詞句が，「―な」カタカ
ナ語として日本語に借用されている．その語彙範疇
は形容動詞または名詞・形容動詞となる．英語形容
詞のみが「―な」カタカナ語になったのではないこ
とが分かった．
②　日本語において「―な」カタカナ語は形容動詞ま
たは名詞・形容動詞として文法的にふるまうが，形
容動詞の中にも名詞機能を持つ語がある．このばら
つきは形容動詞が名詞機能を獲得する日本語順化の
の中で「―を」接続，「―の」接続が可能となる語は
名詞機能を獲得しつつある状態であると一般化でき
る．
　表 11 では，名詞・形容動詞として挙げた「貧乏」
「健康」などの語は「―を」接続も「―の」接続も可
能となる．したがって形容動詞はすべてが名詞的ふる
まいをするわけではなく，名詞・形容動詞は名詞範疇
があるがゆえにすべてが名詞的ふるまいをするようで
ある．これは前節表 8，9 で示した「―な」カタカナ
語の名詞的ふるまいと平行した文法現象であり，「―
な」カタカナ語を形容動詞または名詞・形容動詞とし
て扱ってよいのではないかと考える根拠となる．
　これまでのまとめとして，「―な」カタカナ語（形
容動詞），「―な」カタカナ語（名詞・形容動詞），形
容動詞，名詞・形容動詞，形容詞の各語類における
「―な」付加，「―だ」述定，「―さ」付加，「―を」接
続，「―の」接続における文法的ふるまいを表 12 に示
す．
　表 12 より，文法的ふるまいの平行性は「―な」カ
タカナ語（形容動詞）と形容動詞，「―な」カタカナ
語（名詞・形容動詞）と名詞・形容動詞にあり，両者
の違いは「―を」接続，「―の」接続の有無にある．
つまり名詞性獲得の有無による．さらに形容詞はそれ
らの語類とは違った文法的ふるまいを示し，異なる語
彙範疇に属することがいえる．また表 8,10 で示すよ
うに「―な」カタカナ語（形容動詞）と形容動詞は名
詞機能の獲得にばらつきがあり，それは「―な」カタ
カナ語（形容動詞）と形容動詞が日本語順化の過程に
あるがゆえと推測する．
　本論文では，「―な」カタカナ語を形容動詞と名
詞・形容動詞に分けて議論している．「―な」カタカ
ナ語で形容動詞に語彙範疇化されるものを「―な」カ
タカナ語（形容動詞）とし，「―な」カタカナ語で名
表12　各語類の文法的ふるまい
略語 ： 「―な」 カ， 形動＝ 「―な」 カタカナ語　形容動詞， 「―な」
カ， 名 ・ 形動＝ 「―な」 カタカナ語　名詞 ・ 形容動詞， 形動
＝形容動詞， 名 ・ 形動＝名詞 ・ 形容動詞， ○＝可能， △＝
一部可能， ×＝不可
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 7) 同上：36
過程で起こっている現象だと推測する．
③　「―な」カタカナ語は名詞化接辞「―さ」との結
合において，形容動詞，形容詞と同様の文法的ふる
まいをするが，「―を」接続や「―の」接続などの
文法的ふるまいの観察より，「―な」カタカナ語と
形容動詞は同じ語彙範疇であり，形容詞はそれらと
は違う語彙範疇であると推測する．「―な」カタカ
ナ語の名詞化接辞「―さ」結合が「―な」カタカナ
語を含まない形容動詞の割合より低い理由は日本語
順化度の低さが影響していると推測する．
　従来の形容動詞を形容名詞として扱う議論について
は，本論文での形容動詞，名詞・形容動詞，さらに一
部名詞機能を持った形容動詞の文法的ふるまいを見る
限りではすべてが名詞機能を持っていると一概には言
えないことが分かったが，今後さらに検討する余地が
ある．
資　料
略号：形動 = 形容動詞，×＝「―さ」付加不可能，○＝「―さ」付加可能
資料1　大辞林 ： 「―な」 カタカナ語の英語品詞、 日本語品詞、 「―さ」 付加
№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
1 アイロニカル 形容詞 形動 ×
2 アカデミック 形容詞 形動 ×
3 アクチュアル 形容詞 形動 ×
4 アクロバチック 形容詞 形動 ×
5 アップ‐ツー‐デート 形容詞 形動 ×
6 アトラクティブ 形容詞 形動 ×
7 アブノーマル 形容詞 形動 ×
8 アリストクラティック 形容詞 形動 ×
9 アンフェア 形容詞 形動 ×
10 アンラッキー 形容詞 形動 ×
11 イージー 形容詞 形動 ×
12 イージーゴーイング 形容詞 形動 ×
13 インテレクチュアル 形容詞 形動 ×
14 ウェット 形容詞 形動 ×
15 ウッディー 形容詞 形動 ×
16 エキサイティング 形容詞 形動 ×
17 エキセントリック 形容詞 形動 ×
18 エキゾチック 形容詞 形動 ×
№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
19 エゴイスティック 形容詞 形動 ×
20 エコノミカル 形容詞 形動 ×
21 エポック‐メーキング 形容詞 形動 ×
22 エレガント 形容詞 形動 ×
23 エロチック 形容詞 形動 ×
24 オーソドックス 形容詞 形動 ×
25 オール‐ラウンド 形容詞 形動 ×
26 オフィシャル 形容詞 形動 ×
27 カジュアル 形容詞 形動 ×
28 カラフル 形容詞 形動 ×
29 キュート 形容詞 形動 ×
30 クラシカル 形容詞 形動 ×
31 グラマラス 形容詞 形動 ×
32 クリーミー 形容詞 形動 ×
33 クリーン 形容詞 形動 ×
34 クリティカル 形容詞 形動 ×
35 グルーミー 形容詞 形動 ×
36 クレージー 形容詞 形動 ×
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№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
37 グローバル 形容詞 形動 ×
38 ゴージャス 形容詞 形動 ×
39 コケティッシュ 形容詞 形動 ×
40 コミカル 形容詞 形動 ×
41 サイケデリック 形容詞 形動 ×
42 システマチック 形容詞 形動 ×
43 シニカル 形容詞 形動 ×
44 シビア 形容詞 形動 ×
45 ジャーナリスティック 形容詞 形動 ×
46 シャイ 形容詞 形動 ×
47 シュア 形容詞 形動 ×
48 ジューシー 形容詞 形動 ×
49 ショッキング 形容詞 形動 ×
50 シリアス 形容詞 形動 ×
51 シルキー 形容詞 形動 ×
52 シンボリック 形容詞 形動 ×
53 スキャンダラス 形容詞 形動 ×
54 スタティック 形容詞 形動 ×
55 ストイック 形容詞 形動 ×
56 スピーディー 形容詞 形動 ×
57 スポーティー 形容詞 形動 ×
58 スリム 形容詞 形動 ×
59 スリリング 形容詞 形動 ×
60 スロー 形容詞 形動 ×
61 センシティブ 形容詞 形動 ×
62 センシブル 形容詞 形動 ×
63 センシュアル 形容詞 形動 ×
64 ダーティー 形容詞 形動 ×
65 ダイレクト 形容詞 形動 ×
66 ダル 形容詞 形動 ×
67 チャーミング 形容詞 形動 ×
68 デコラティブ 形容詞 形動 ×
69 デモクラティック 形容詞 形動 ×
70 デリケート 形容詞 形動 ×
71 ドグマティック 形容詞 形動 ×
72 トピカル 形容詞 形動 ×
73 ドメスティック 形容詞 形動 ×
74 ドラスティック 形容詞 形動 ×
№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
75 トラディショナル 形容詞 形動 ×
76 トラッド 形容詞 形動 ×
77 ドラマティック 形容詞 形動 ×
78 トランスペアレント 形容詞 形動 ×
79 トリッキー 形容詞 形動 ×
80 トリビアル 形容詞 形動 ×
81 ドレッシー 形容詞 形動 ×
82 トレンディー 形容詞 形動 ×
83 ナーバス 形容詞 形動 ×
84 ニヒリスティック 形容詞 形動 ×
85 ノーブル 形容詞 形動 ×
86 ノーマル 形容詞 形動 ×
87 ノミナル 形容詞 形動 ×
88 パーソナル 形容詞 形動 ×
89 バイタル 形容詞 形動 ×
90 ハイレベル 形容詞 形動 ×
91 ハスキー 形容詞 形動 ×
92 パセティック 形容詞 形動 ×
93 ハッピー 形容詞 形動 ×
94 パブリック 形容詞 形動 ×
95 パラドクシカル 形容詞 形動 ×
96 パワフル 形容詞 形動 ×
97 ハンサム 形容詞 形動 ×
98 ハンディー 形容詞 形動 ×
99 ビジュアル 形容詞 形動 ×
100 ヒステリック 形容詞 形動 ×
101 ビッグ 形容詞 形動 ×
102 ビビッド 形容詞 形動 ×
103 ヒューマニスティック 形容詞 形動 ×
104 ヒューマン 形容詞 形動 ×
105 ヒロイック 形容詞 形動 ×
106 プア 形容詞 形動 ×
107 ファッショナブル 形容詞 形動 ×
108 ファミリアー 形容詞 形動 ×
109 ファンタスティック 形容詞 形動 ×
110 フィジカル 形容詞 形動 ×
111 フォーマル 形容詞 形動 ×
112 プライベート 形容詞 形動 ×
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№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
113 プラクティカル 形容詞 形動 ×
114 プラトニック 形容詞 形動 ×
115 フランク 形容詞 形動 ×
116 プリミティブ 形容詞 形動 ×
117 フルーティー 形容詞 形動 ×
118 プレーン 形容詞 形動 ×
119 フレキシブル 形容詞 形動 ×
120 ブロークン 形容詞 形動 ×
121 プロフェッショナル 形容詞 形動 ×
122 ベーシック 形容詞 形動 ×
123 ペシミスティック 形容詞 形動 ×
124 ペダンチック 形容詞 形動 ×
125 ヘルシー 形容詞 形動 ×
126 ボーイッシュ 形容詞 形動 ×
127 マージナル 形容詞 形動 ×
128 マイルド 形容詞 形動 ×
129 マニアック 形容詞 形動 ×
130 マニッシュ 形容詞 形動 ×
131 ミスチック 形容詞 形動 ×
132 ミステリアス 形容詞 形動 ×
133 ムーディー 形容詞 形動 ×
134 メカニカル 形容詞 形動 ×
135 メタフィジカル 形容詞 形動 ×
136 メタリック 形容詞 形動 ×
137 メランコリック 形容詞 形動 ×
138 メロー 形容詞 形動 ×
139 メンタル 形容詞 形動 ×
140 モダン 形容詞 形動 ×
141 モニュメンタル 形容詞 形動 ×
142 モノトナス 形容詞 形動 ×
143 ユーモラス 形容詞 形動 ×
144 ユニバーサル 形容詞 形動 ×
145 リアリスティック 形容詞 形動 ×
146 リーズナブル 形容詞 形動 ×
147 リズミカル 形容詞 形動 ×
148 リリカル 形容詞 形動 ×
149 ロジカル 形容詞 形動 ×
150 ロマンチック 形容詞 形動 ×
№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
151 ワールドワイド 形容詞 形動 ×
152 ワイルド 形容詞 形動 ×
153 クール 形容詞 形動 ○
154 シンプル 形容詞 形動 ○
155 スマート 形容詞 形動 ○
156 セクシー 形容詞 形動 ○
157 ダイナミック 形容詞 形動 ○
158 タフ 形容詞 形動 ○
159 デラックス 形容詞 形動 ○
160 ドライ 形容詞 形動 ○
161 ナイーブ 形容詞 形動 ○
162 フレッシュ 形容詞 形動 ○
163 ユニーク 形容詞 形動 ○
164 リッチ 形容詞 形動 ○
165 ルーズ 形容詞 形動 ○
166 アクチブ 形容詞 名詞・形動 ×
167 アブストラクト 形容詞 名詞・形動 ×
168 イコール 形容詞 名詞・形動 ×
169 インスタント 形容詞 名詞・形動 ×
170 インターナショナル 形容詞 名詞・形動 ×
171 エスニック 形容詞 名詞・形動 ×
172 エロ 形容詞 名詞・形動 ×
173 オートマチック 形容詞 名詞・形動 ×
174 オープン 形容詞 名詞・形動 ×
175 オリジナル 形容詞 名詞・形動 ×
176 ガーリッシュ 形容詞 名詞・形動 ×
177 クラシック 形容詞 名詞・形動 ×
178 クリア 形容詞 名詞・形動 ×
179 コミック 形容詞 名詞・形動 ×
180 コンクリート 形容詞 名詞・形動 ×
181 コンパクト 形容詞 名詞・形動 ×
182 シャープ 形容詞 名詞・形動 ×
183 スイート 形容詞 名詞・形動 ×
184 スタンダード 形容詞 名詞・形動 ×
185 ストレート 形容詞 名詞・形動 ×
186 ソフト 形容詞 名詞・形動 ×
187 ダーク 形容詞 名詞・形動 ×
188 タイムリー 形容詞 名詞・形動 ×
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№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
189 ダンディー 形容詞 名詞・形動 ×
190 デッド 形容詞 名詞・形動 ×
191 ナチュラル 形容詞 名詞・形動 ×
192 ニュートラル 形容詞 名詞・形動 ×
193 ネガティブ 形容詞 名詞・形動 ×
194 ハード 形容詞 名詞・形動 ×
195 パーフェクト 形容詞 名詞・形動 ×
196 ハイブラウ 形容詞 名詞・形動 ×
197 パッシブ 形容詞 名詞・形動 ×
198 ハングリー 形容詞 名詞・形動 ×
199 ピュア 形容詞 名詞・形動 ×
200 ファナチック 形容詞 名詞・形動 ×
201 ファンシー 形容詞 名詞・形動 ×
202 フェア 形容詞 名詞・形動 ×
203 フラット 形容詞 名詞・形動 ×
204 フリー 形容詞 名詞・形動 ×
205 ブリリアント 形容詞 名詞・形動 ×
206 プログレッシブ 形容詞 名詞・形動 ×
207 ポジティブ 形容詞 名詞・形動 ×
208 ホット 形容詞 名詞・形動 ×
209 ポピュラー 形容詞 名詞・形動 ×
210 ポップ 形容詞 名詞・形動 ×
211 マイナー 形容詞 名詞・形動 ×
№ 「―な」カタカナ語 英語品詞 日本語品詞 ―さ
212 メカニック 形容詞 名詞・形動 ×
213 メジャー 形容詞 名詞・形動 ×
214 ライブ 形容詞 名詞・形動 ×
215 ラジカル 形容詞 名詞・形動 ×
216 ラッキー 形容詞 名詞・形動 ×
217 リアル 形容詞 名詞・形動 ×
218 リベラル 形容詞 名詞・形動 ×
219 ローカル 形容詞 名詞・形動 ×
220 ロマネスク 形容詞 名詞・形動 ×
221 ワイド 形容詞 名詞・形動 ×
222 ラフ 形容詞 名詞・形動 ○
223 スクエア 名詞 名詞・形動 ×
224 ナンセンス 名詞 名詞・形動 ×
225 アダルト 名詞 名詞・形動 ×
226 アンバランス 名詞 名詞・形動 ×
227 グラマー 名詞 名詞・形動 ×
228 シニック 名詞 形動 ×
229 ラグジュアリー 名詞 形動 ×
230 アバウト 前置詞 形動 ×
231 オーバー 前置詞 名詞・形動 ×
232 ナウ 副詞 形動 ×
233 アット‐ホーム 副詞句 形動 ×
234 スロー‐モー 名詞句 名詞・形動 ×
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The Lexicalization of 234 “na”-Appended English Loanwords
in the Sūpā Daijirin
Hiroo Nonaka
Abstract
　This study examines the lexical categorization of “na”-appended katakana words borrowed from English.　The 234“na”
-appended katakana words were extracted from the Sūpā Daijirin (Sanseido, 2004) and their relationship between English and 
Japanese parts of speech and their linguistic behaviors of “sa”-derivation in Japanese were observed.
　The following results were obtained. (1) The “na”-appended katakana words are mainly borrowed from English adjectives. 
(2) Their linguistic behaviors are as same as adjectival verbs or noun and adjectival verbs but some adjectival verbs have nomi-
nal function. (3) As for the “sa”-derivation in “na”-appended katakana words, their linguistic behaviors are as same as adjecti-
val verbs, but the percentage of “sa”-derivation in “na”-appended katakana words is lower than the one in adjectival verbs.
Keywords: “na”-appended katakana words, English adjectives, adjectival verbs, noun and adjectival verbs, lexicalization
